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◇
実

施
日

；
平

成
２

８
年

５
月

２
２

日
(
日

)
 

薄
曇

後
晴

 

◇
参

加
者
；
児

嶋
道

夫
、
山

上
皓

一
郎

、
生

熊
敏

男
、
根

木
俊

明
、
川

島
 
功
 

 
 

 
 

 
沖

﨑
吉

信
、

濱
野

兼
吉

、
畑

林
秀

味
(
先

発
)
、

梶
野

照
雄

。
 

(
後

発
)
玉

岡
憲

明
、

玉
岡

 
明

。
 

 
 

 
 

 
 

１
１

名
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

新
宮

７
時

前
に

沖
﨑

宅
前

に
集

合
し

、
児

嶋
車

( 川
島

氏
同

乗
) と

沖
﨑

車

(
山

上
・

根
木

・
生

熊
・

濱
野

・
畑

林
氏

同
乗

) で
走

行
し

、
登

山
口

に
８

時

半
頃

に
到

着
。

 

生
熊

氏
が

モ
ノ

レ
ー

ル
を

下
ろ

し
に

駐
機

地
に

上
る

が
、

セ
メ

ン
ト

下
の

キ
ー

が
見

つ
け

ら
れ

ず
、

漸
く

し
て

モ
ノ

レ
ー

ル
が

下
り

て
来

る
。

 

駐
機

小
屋

組
立

は
、

児
嶋

・
川

島
・

根
木

・
生

熊
氏

が
担

当
し

、
他

の
メ

ン
バ

ー
は

、
熊

野
修

験
奥

駈
行

( ２
８

日
; 行

仙
宿

泊
) 接

待
の

食
料

等
の

事
前

荷
上

げ
と

笠
捨

山
撒

き
道

( 旧
逓

信
道

・
電

源
の

鉄
塔

巡
視

路
) の

最
終

点
検

整
備

を
し

て
頂

く
事

に
な

っ
た

。
 

モ
ノ

レ
ー

ル
で

荷
上

げ
物

資
を

運
び

上
げ

て
か

ら
、

組
立

工
事

の
資

材
と

電
気

機
器

等
を

積
み

に
下

り
る

と
、
梶

野
氏

が
到

着
し

小
屋

組
立

に
加

わ
る

。
 

 
 

 

前
回

迄
の

組
立

状
況

 
 

 
小

屋
の

支
え

支
柱

を
締

結
 

 
足

場
上

で
ト

タ
ン

打
ち

 
 

３
０

度
近

い
傾

斜
地

で
の

駐
機

小
屋

組
立

の
た

め
、

屋
根

ト
タ

ン
の

釘
打

ち
に

、
パ

イ
プ

支
柱

に
足

場
を

乗
せ

る
短

管
を

ク
ラ

ン
プ

で
固

定
し

、
ア

ル

ミ
足

場
板

を
乗

せ
、

ロ
ー

プ
及

び
番

線
で

固
定

す
る

。
 

駐
機

小
屋

は
、

上
下

の
屋

根
巾

が
少

し
異

な
る

こ
と

か
ら

、
一

枚
ず

つ
屋

根
に

乗
せ

て
、

マ
ジ

ッ
ク

で
印

を
付

け
て

、
鉄

切
断

刃
の

電
鋸

で
切

る
。

 

一
枚

切
っ

て
、

次
を

切
っ

て
い

る
時

に
引

っ
掛

り
止

っ
た

後
、

電
鋸

が
動

か
な

く
な

り
、

波
板

用
ト

タ
ン

切
鋏

で
切

る
。

 

 
 

 

谷
・

前
両

足
場

上
で

作
業

 
支

柱
固

定
の

パ
イ

プ
打

込
み

 
電

鋸
で

波
ト

タ
ン

切
り
 

 前
側

足
場

に
梶

野
氏

、
後

( 谷
) 側

足
場

に
川

島
が

乗
り

、
笠

釘
で

ト
タ

ン

を
打

付
け

る
。

そ
の

後
、

電
鋸

が
使

え
る

よ
う

に
な

る
。

 

 

 
 

 

作
業

検
分

の
玉

岡
相

談
役

 
先

端
を

サ
ン

ダ
ー

で
切

揃
え

。
ソ

ー
ラ

ー
パ

ネ
ル

設
置
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児

嶋
・

生
熊

氏
は

、
支

え
支

柱
を

固
定

す
る

短
い

単
管

パ
イ

プ
を

打
込

む

が
、

岩
に

突
き

当
た

り
何
箇
所

か
試

み
る

が
ダ

メ
な
様

で
、

パ
イ

プ
先
端

を

つ
ぶ

し
て

打
ち

込
む
作
業

を
１

時
間
強

か
け

た
が

固
定

す
る

事
が
出

来
ず

、

次
回

は
鉄
筋
あ

る
い

は
セ

メ
ン

ト
で

固
め

る
事

に
す

る
。

 

１
０

時
４

５
分

頃
に

玉
岡
さ
ん
親
子

が
検
分

に
来

ら
れ

る
。

 

ト
タ

ン
６

枚
で

き
っ

ち
り
収
ま

り
、
両
端

を
再

度
揃

え
る

た
め

、
サ

ン
ダ

ー
刃

で
前

側
生

熊
氏

、
後

側
( 谷

) 梶
野

氏
が
安
全
帯

を
付

け
て

切
断

し
、

ト

タ
ン

屋
根

が
完

成
し

た
。

 

 
児

嶋
氏

バ
ッ
テ
リ

ー
充
填

の
た

め
の
ソ

ー
ラ

ー
パ
ネ

ル
を

屋
根

に
取

付
け

作
業

を
始

め
る

が
、

１
１

時
４

５
分

な
の

で
中

止
し
昼

食
と

す
る

。
 

 
 

 
 

昼
食

後
ハ

イ
！

ポ
ー

ズ
 

 
壁

張
り

支
障

の
木

株
ハ

ツ
リ

 
行

仙
宿

班
下

山
合

流
 
 

 
 昼

食
後

、
児

嶋
さ
ん

は
ソ

ー
ラ

ー
パ
ネ

ル
取

付
け
作
業

。
他

の
人

は
、

谷

側
の
壁

を
張

る
角

材
を

支
柱

パ
イ

プ
に

番
線

で
〆

付
け

る
作
業
へ

。
 

下
端

の
角

材
は

、
番

線
不

足
で

固
定
出

来
な

か
っ

た
が

、
ト

タ
ン

を
張

る

と
ク

ラ
ン

プ
の
ネ

ジ
端

が
角

材
幅

よ
り
大

き
く

、
横

の
支

柱
単

管
パ

イ
プ

を

外
側

か
ら
内

側
に
変

え
て
締
結

。
又

、
古

木
切
株

が
ト

タ
ン

を
張

る
際

、
支

え
る

の
で

根
木
さ
ん

鋸
と
ヨ

キ
で

支
障
無

い
様

に
ハ

ッ
て

下
さ

る
。
又

、
次

回
作
業

す
る
際

に
、

下
端

支
柱

パ
イ

プ
に

ア
ル

ミ
足

場
を
取

付
け

た
。

 

１
３

時
半

頃
、
壁

用
ト

タ
ン
も
無

く
本

日
の
作
業

は
略

終
了

。
 

梶
野

氏
は

、
行

仙
宿

の
バ

ッ
テ
リ

ー
充

電
器

修
理

と
青

木
氏
寄
贈

の
補
強

し
た
テ

ー
ブ

ル
を

モ
ノ

レ
ー

ル
終

点
に

組
立
設
置

す
る

た
め

に
行

く
際

に
、

玉
岡
さ
ん
も

モ
ノ

レ
ー

ル
に
試

乗
さ

れ
、

終
点

か
ら
歩

い
て

下
山

。
 

児
嶋

氏
は

、
前

側
に

ト
タ

ン
壁

を
張

る
時

に
支
障

と
な

る
ク

ラ
ン

プ
の
ネ

ジ
端

と
単

管
パ

イ
プ

を
サ

ン
ダ

ー
で

切
断

、
す
ご

い
火
花

が
飛

び
散

る
。

 

行
仙

宿
班

が
１
４

時
前

に
下

山
合
流

し
、

児
嶋

氏
の
作
業

を
見
守

り
１
４

時
１

０
分
作
業

終
了

。
 

 

 
 

 
 

パ
イ

プ
端

切
断

の
火

花
 

 
喫

茶
「

児
嶋

車
」

を
囲

ん
で

 
 

終
点

の
テ

ー
ブ

ル
 

 

作
業

終
了

後
、

後
片

付
け

し
て

い
る

と
車

の
キ

ー
が
あ

り
、

梶
野

氏
の
だ

ろ
う

と
安
全
帯

と
一
緒

に
置

い
て

登
山

口
へ

下
り

る
。

 

喫
茶
「

児
嶋

車
」

を
囲
ん

で
コ

ー
ヒ

ー
と
差
入

れ
の
お
菓
子

で
休
憩

後
、

帰
路

に
着

く
直

前
に

、
梶

野
氏

が
下

山
し

て
来

て
「

こ
の

キ
ー
俺

の
で

な
い

よ
！
」

と
の

事
、
誰

の
だ

ろ
う
？

・
・

・
・

・
俺

と
似

た
キ

ー
が
在

る
な
ぁ

ー
と
思

っ
て

い
た

根
木
さ
ん

の
キ

ー
で
在

っ
た

。
梶

野
氏

の
下

山
が
間

に
合

っ
て

な
か

っ
た

ら
、
帰

新
し

て
か

ら
キ

ー
が
無

い
と
大
騒
ぎ

す
る

と
こ

ろ
で

あ
っ

た
。

 

 

行
動
行
動
行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

 

新
宮

7
:0

5
→

8
:3

0
登

山
口
→

9
:3

0
駐

機
組

立
作
業
→

1
1
:5

0
昼

食
1
2
:2

0
→

作
業

1
4
:1

0
→

1
4
:3

5
登

山
口

1
5
:0

5
→

1
6
:3

5
新

宮
。

 
 

 
( 記

 
川

島
) 
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次
回
行
事

次
回
行
事

次
回
行
事

次
回
行
事

( 熊
野
修
験
奥
駈
行

熊
野
修
験
奥
駈
行

熊
野
修
験
奥
駈
行

熊
野
修
験
奥
駈
行

) 荷
上
荷
上
荷
上

荷
上
げ
と
げ
と
げ
と

げ
と
旧
逓
信
道
最
終
点
検
補
修

旧
逓
信
道
最
終
点
検
補
修

旧
逓
信
道
最
終
点
検
補
修

旧
逓
信
道
最
終
点
検
補
修

 

 今
回

は
モ

ノ
レ

ー
ル

の
駐

機
小

屋
組

立
は

、
児

嶋
、

川
島

、
根

木
、

生
熊

の
各

氏
が

、
熊

野
修

験
奧

駈
行

接
待

の
食

料
等

の
事

前
荷

上
げ

と
笠

捨
山
捲

き
道

(旧
逓

信
道

・
電

源
の

鉄
塔

巡
視

路
)の

最
終

点
検

整
備

の
二
班

に
分

か

れ
、

荷
上
班

に
は

、
山

上
、

沖
﨑

、
畑

林
、

濱
野

が
携

わ
る

。
 

荷
上

組
は

、
モ

ノ
レ

ー
ル

で
浦
向

道
分
岐

下
ま

で
荷

物
を

運
び

、
そ

こ
か

ら
行

仙
宿
ま

で
運

び
上

げ
る

。
四

名
は

そ
れ
ぞ

れ
の

荷
物

を
背
負
子

に
乗

せ

出
発

し
、
途
中

の
第
二
ベ

ン
チ

で
一
休

み
し

て
行

仙
宿

小
屋
へ

。
 

 
小

屋
前

の
ベ

ン
チ

で
は

、
男
女

２
人

が
休
憩

を
し

て
い

て
、

小
屋

に
誘

う

が
笠

捨
山

に
向

か
う

と
の

こ
と

で
出

発
す

る
。

 
荷

物
を

管
理
棟

に
入

れ
、
補

修
用

の
大
玄
翁

、
ト

ン
ガ

、
シ

ノ
、

番
線

、

ロ
ー

プ
を
準

備
す

る
。

 
 

畑
林
さ
ん

は
持

参
し

た
お
菓
子

を
行

者
堂

に
お
供

え
す

る
。

沖
﨑
さ
ん

は

志
納
箱

か
ら
志
納
金

を
取

り
出

す
。

山
上
さ
ん

が
見

え
後

の
こ

と
は

山
上
さ

ん
に
任

せ
て

、
私

た
ち

は
巡

視
路

の
点

検
補

修
に
出

掛
け

る
。

 
巡

視
路

と
奧

駈
道

の
分
岐

で
標
識

の
設
置

に
つ

い
て

、
単

に
時
間

が
短
縮

す
る

と
い

う
利
便
性
だ

け
で

な
く

、
通

る
人

た
ち

の
技
術

の
度

合
い
や
本

来

の
目
的

に
あ

っ
た
標
識

を
つ

け
な

い
と

、
事
故
や
捲

き
道

の
崩
落

に
よ

る
通

行
不
可

の
場

合
も
あ

り
う

る
と

、
沖

﨑
さ
ん

か
ら
標
識

の
見
解

を
聞

く
、
全

く
そ

の
通

り
な

の
だ

ろ
う

。
参
詣

道
や
奧

駈
道

の
統

一
し

た
標
識

等
も
必
要

だ
と
私
も
思

っ
て

い
る

。
ス
ペ

イ
ン

の
サ

ン
デ
ィ
エ
ゴ

の
道

は
、
国

を
越

え

て
共
通

の
標
識

ら
し

い
。

 
２
４

番
鉄

塔
ま

で
行

き
、
帰

り
に

２
箇
所
ほ
ど
補

修
す

る
。

こ
れ

で
一
応

完
了

で
あ

る
が

、
大
崩

れ
し

て
い

る
所

は
わ

れ
わ

れ
素
人

で
は

根
本
的

な
補

修
は
難

し
い

。
概
ね

巡
視

路
も
葛

川
辻
ま

で
整

備
し

た
が

、
全

く
安
全

と
い

く
こ

と
で
も

な
い

、
比
較

す
れ
ば

時
間

を
掛

け
て
も

笠
捨

山
を
越

え
る
方

が

安
全

で
あ

ろ
う

。
 

本
来

、
南

奥
駈

道
の

名
峰
･
笠

捨
山

に
登

っ
て

こ
そ
南

奥
駈

道
を
踏
破

し
た

こ
と

に
な

る
の

で
あ

っ
て

、
急

ぐ
な
ど

止
む

終
え

な
い

場
合
以
外

は
、

こ
ち

ら
が
正
統

な
の

で
初

め
て
歩

か
れ

る
方

は
、

奥
駈

道
(笠

捨
山

)へ
と
是
非
歩

い
て
欲

し
い
も

の
で
あ

る
。

 
途
中
ま

で
山

上
さ
ん

が
迎

え
に

来
ら

れ
、

沖
﨑
さ
ん

か
ら
作
業

の
状
況

を

説
明

し
て
帰

路
に

つ
い

た
が

、
私

た
ち

は
遊

び
心

で
分
岐

か
ら
も

う
一

つ
の

捲
き

道
(Ｎ
ｏ

２
２

鉄
塔

)を
通

る
か

ら
と

、
使

わ
な

く
な

っ
た

旧
道

を
歩

い

て
み

る
こ

と
に

し
た

。
山

上
さ
ん

は
奧

駈
道

を
戻

り
、
私

た
ち

は
近

道
で
あ

る
は

ず
の
捲

き
道

を
辿

る
が

、
人

が
通

ら
な

く
な

っ
た

道
は
消

え
て

い
て

、

間
伐

材
が

道
を
塞
ぎ
結
局
「
急

が
ば

回
れ
」

の
格
言
通

り
、

山
上
さ
ん

の
方

が
先

に
小

屋
に
戻

っ
た

。
 

 
 

 
 

 
小

屋
で
昼

食
を

と
っ

て
い

る
と

登
山

者
が

見
え

、
一
緒

に
昼

食
を

す
る

。

彼
は
補
給

ル
ー

ト
を

下
る

と
の

こ
と

で
、
私

た
ち

よ
り

先
に

下
山

。
 

チ
ェ

 
 

 
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
や
ゴ

ミ
を

回
収

し
て

宿
泊

ノ
ー

ト
を

見
る

。
水

が
少

な
い

様
な

気
が

す
る

が
、
今

回
は
利

用
者

に
お
願

い
す

る
事

で
小

屋
を

後
に

す
る

。 
先

日
、
行

者
堂

の
扁
額

が
気

に
な

り
、
玉

岡
さ
ん

に
お
聞

き
す

る
と

、
「
斃

而
后
己
（

タ
オ

レ
テ

ノ
チ
ヤ
ム
）
・
（

た
お

れ
る
ま

で
や

る
）
」
と

い
う

こ

と
だ

そ
う

で
す

。
修

験
と

い
う

の
は

そ
こ
ま

で
厳

し
い

こ
と

な
の
だ

と
改

め

て
認
識

し
直

し
ま

し
た

。
 

下
山
途
中

、
玉

岡
さ
ん
親
子

が
登

っ
て

見
え

、
途
中

か
ら

一
緒

に
下

山
し

ま
し

た
。
ま

た
、

梶
野

氏
は

行
仙

宿
小

屋
に

行
く

と
の

こ
と

で
登

っ
て

行
か

れ
た

。
途
中

の
モ

ノ
レ

ー
ル

の
駐

機
小

屋
の
作
業
進
捗
状
況

を
見

て
下

り
ま

し
た

。
 

児
嶋
さ
ん

の
コ

ー
ヒ

ー
と

、
た

く
さ
ん

の
お
菓
子

の
差

し
入

れ
が
あ

り
、

豪
華

な
お
や

つ
で
満
腹

に
な

り
ま

し
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
行
動
行
動
行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

 

登
山

口
9
:1

0
→

9
:5

0
行

仙
宿

1
0
:2

5
→

1
1
:0

0
Ｎ
ｏ

２
４

鉄
塔

1
1
:1

0
→

1
2
:0

5
行

仙
宿

( 昼
食

)1
3
:1

5
→

1
3
:4

5
モ

ノ
レ

ー
ル

駐
機

組
立
現

場
。
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